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一般社団法人エコーネットコンソーシアム
2016年1月29日

ECHONET Lite AIF認証の概要について
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ECHONET Lite のロゴ

安心・快適・便利を提供するホームネットワーク安心・快適・便利を提供するホームネットワーク

は、エコーネットの登録商標です。

Energy
Conservation
and
Homecare
Network
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ECHONET Lite 規格の目指す姿
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※出典：2/24 経済産業省 報道発表資料

http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007.html

※ 2011/12/16 第２回スマートハウス標準化検討会にて

● 公知な標準インターフェースとして「ECHONET Lite」を推奨

スマートハウス標準化検討会 中間取りまとめ
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ECHONET Lite 制御手順

コントローラ
(ECHONET Lite ノード)

Set

ノード
プロファイル
オブジェクト

機器
オブジェクト

アプリケーション

下位通信層

ECHONET Lite ノード

エアコン

機器
オブジェクト

EOJ=0x013001（家庭用エアコンクラス）

・動作状態(EPC=0x80)
ON(0x30)/OFF(0x31)

・運転モード設定(EPC=0xB0)
自動(0x41)/冷房(0x42)・・・

Get

INF

ECHONET Liteサービス
(ESV)

・
・
・

EOJ=0x0EF001（ノードプロファイルクラス）

・動作状態 (EPC=0x80)
起動中(0x30)/未起動中(0x31)

・インスタンスリスト通知 (EPC=0xD5)

・
・
・
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エアコン

冷房制御
プログラム

暖房制御
プログラム

ルーバ制御
プログラム

現在温度運転モード

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ
回転数

プログラム群

データ群

システム設計者
アプリケーション

S/W開発者

アプリケーション

ソフトウェア

Ａ社ｴｱｺﾝ設計者

モデル化

●家電機器、センサーの属性を抽象化（機器オブジェクト）し、共通化

ECHONET機器オブジェクト

ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ名称 ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ内容 単位 ｻｲｽﾞ ｱｸｾｽﾙｰﾙ

運転ﾓｰﾄﾞ 自動=41、冷房=42、

暖房=43
－ １ﾊﾞｲﾄ 参照/制御

温度設定値 0～50℃ ℃ １ﾊﾞｲﾄ 参照/制御

室内温度

計測値

-127～126℃ ℃ １ﾊﾞｲﾄ 参照

風向上下 上／下／中央＝

41／42／43
－ １ﾊﾞｲﾄ 参照/制御

風向左右 右／左／中央＝

41／42／43
－ １ﾊﾞｲﾄ

機器オブジェクト（例：ｴｱｺﾝ）

ﾃﾞｰﾀ形式、制御ｺｰﾄﾞの規格化

B社ｴｱｺﾝ設計者

C社ｴｱｺﾝ設計者
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●家庭内の殆どの機器をオブジェクト化（１００種類以上）

ECHONET機器オブジェクト
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ECHONET Ｌｉｔｅ規格の相互接続性検証

A社

B社

系統創

家電蓄

制御

FULL ECOAUTO

系統創

家電蓄

制御

FULL ECOAUTO

B社

D社

各社間の相互接続性向上

C社

E社

ECHONET Lite規格のマルチベンダー化に向けて
コンソーシアムでは各社が機器を

持ち寄って相互接続を確認できる場を提供

規格書／仕様書の記載改善
効果

・ECHONET認証(ロゴ認証)取得／未取得を問わず参加可能
・開発途中の試作機でも参加可能
・テスト内容も自由に設定可能

プラグフェストの開催

・規格書解釈の間違い、実装ミスの洗い出し
・実機での確認
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今回規定したアプリケーション通信インタフェース仕様は
相互接続性向上のため、各機器の実態に合わせ、ECHONET Lite規格のアプ
リケーションレベルでの使い方をより具体化した仕様

認証（ﾃｽﾄ実施箇所）

App.層
アプリケーション動作

エコーネット

コンソーシアム

認証：認定認証機関
試験：認定試験機関

ECHONET Lite
エコーネット

コンソーシアム

認証：認定認証機関

試験：自己試験（スマー
ト電力量メータ除く）

Transport層

各メディアの認証団体
各メディアの認証団体

（認定認証機関）

Network層

MAC層

PHY層

仕様の管理箇所新規追加部分

ECHONET Lite規格は、100種類以上規定している
機器オブジェクトすべてを対象とする汎用的な仕様
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ECHONET Lite AIF 認証とは？

IPネットワーク
（データを届ける部分）

ECHONET Lite
（機器の制御や状態通知を定義）

機器別
アプリケーション

2016/4⽉開始予定
スマートメーターは2014/5⽉開始

各標準化団体の
認証プログラム等

プラグフェスト等での
チェック

⾃⼰認証
プログラム

Wi-
SUN PLC その他WiFi

⾃⼰認証
プログラム

各標準化団体の
認証プログラム等

プラグフェスト： エコーネットコンソーシアムが主催する相互接続試験 各社が実機を持ち寄って、相互接続性の確認

プラグフェスト等

ECHONET Liteの通信階層

ＡＩＦ認証 （アプリケーション通信インタフェース認証)

第３者機関による
認証／試験

第３者機関による
認証／試験

相互接続性の向上を図るため、アプリケーション通信インタフェース仕様に沿って⾏う
第３者機関による認証／試験
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ECHONET Lite ＡＩＦ認証の対象機器

２０１６年４月開始時点では重点８機器が対象

※出典︓2012年6⽉22⽇ 経済産業省 報道発表資料

スマート
メーター 太陽光発電

電気⾃動⾞⽤
充放電器

蓄電池 燃料電池

給湯器エアコン 照明機器
・ 上記重点８機器の対向になるコントローラも対象になります
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ECHONET Lite AIF 製品化の一例

ECHONET LiteAIF認証の流れ

② 規格書に基づいたECHONET Lite／ECHONET Lite AIF 対応商品開発

プラグフェストへの参加（会員限定）
※ 認証取得の必須条件ではない。

③ ECHONET Lite 認証仕様書に基づいた認証試験
（開発メーカーによる規格認証試験）

④ 認証試験レポートを第三者認証機関へ提出。審査（有料）

① エコーネットコンソーシアムへ加入
・メーカーコードの取得（会員限定）
・認証仕様書の取得（会員限定）

ECHONET Lite 認証登録証

⑤ AIF申請書類を第三者認証機関へ提出。審査（有料）

⑥ 認証機関から試験機関へAIF認証試験を依頼。試験（有料）

ECHONET Lite AIF 認証登録証

ECHONET Lite AIF申請書作成

ECHONET Lite 申請書作成

コンソーシアム提供の試験ツール活用（会員限定）
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ECHONET Lite AIF(アプリケーションI/F)認証スキーム

【製品の認証スキーム】
・製品認証を実施する場合のスキーム
・各費用は、型式ごとに、試験/ 認証/登録を実施する毎に発生

エコーネット
コンソーシアム

認定認証機関

認定試験機関

スキーム①

ロゴ認証書
試験結果
成績書

ロゴ認証
番号￥: 登録費

ロゴ認証申請書

¥: 認証費
試験費
登録費

申請者

スキーム②

エコーネット
コンソーシアム

認定認証機関

認定試験機関

ロゴ認証
番号

￥: 登録費
ロゴ認証申請書

¥: 認証費
試験費
登録費

申請者

ロゴ
認証書

スキーム③

エコーネット
コンソーシアム

認定認証機関

認定試験機関

ロゴ認証
番号

￥: 登録費
ロゴ認証申請書

¥: 認証費
登録費
試験結果成績書

申請者

¥: 試験費 試験結果
成績書

ロゴ
認証書

試験
結果
成績書

¥: 
試験費 試験結果

成績書
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試験機関 ／ 認証機関

 試験機関
 認証試験仕様書に基づき、試験を実施する機関
 申請時に、試験対象の機器を選択可能

 認証機関
 試験結果に基づき、認証合否を判定する機関
 全機器の認証業務が可能
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• 試験・認証
– ECHONET Liteは従来通り、自己試験（スマート電力量メータ関連除く）
– AIFはエコーネットコンソーシアムが認定する試験機関にて試験実施
– 試験結果の認証は、ECHONET Lite、AIFともに、エコーネットコンソーシ

アムが認定する認証機関にて実施

• 試験ツール
– 試験ツールを会員へ提供予定
– 試験機関での試験も、同じツールを用いて実施予定

• 試験ツール更新時、6ヵ月以内は旧ツールでの試験を許容する方針

伝送メディア

ECHONET Lite

スマート

電力量
メータ

エアコン 照明 蓄電池・・・

各認証団体にて実施

• スマート電力量メータ関連：試験機関に
よる試験

• その他の機器：従来通りの自己試験

• アプリ通信I/F仕様書を規定した機器の機

器オブジェクト毎に、相互運用のための第
3者実機試験を実施

• スマート電力量メータをモデルに他機器へ
展開

15
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AIF認証を証明するロゴ
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より詳細は・・・ http://echonet.jp/へ

入会案内入会案内
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